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今
後
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

【
問
】
新
基
本
構
想
に
取
り
組
む
今

こ
そ
、
我
が
党
が
提
案
し
続
け
た
学

校
施
設
に
待
機
児
童
解
消
を
目
指
し

た
学
童
保
育
室
の
設
置
や
、
全
児
童

対
象
の
放
課
後
の
居
場
所
な
ど
、
子

ど
も
施
設
と
し
て
集
約
す
る
な
ど
の

抜
本
的
改
革
で
方
向
性
を
示
す
べ
き

と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
現
在
、
学
童
保
育
室
は
87
室

あ
り
、
こ
の
う
ち
26
室
が
小
学
校
内

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
49
箇
所
あ
る

児
童
館
を
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
と

し
て
利
用
頂
い
て
い
る
。 

　
学
童
保
育
室
や
、
全
児
童
を
対
象

と
し
た
放
課
後
の
居
場
所
等
の
機
能

を
学
校
へ
集
約
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
今
後
施
設
の
再
編
を
行
う
中
で

検
討
し
て
い
く
。 

「
ク
ロ
サ
ワ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
活
用
し

た
産
業
や
観
光
の
振
興
策
に
つ
い
て 

【
問
】
東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
「
黒

澤
明
シ
ネ
マ
シ
テ
ィ
」
が
入
所
す
る
。

「
ク
ロ
サ
ワ
」
は
世
界
に
通
用
す
る

ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
こ
れ
を
活
用
し
、

「
映
画
の
足
立
」
と
な
る
よ
う
区
内

産
業
振
興
や
観
光
の
名
所
と
し
て
支

援
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
、
オ
ー
プ
ン
式
典
に
は
マ
ス
コ

ミ
を
活
用
し
「
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ

ラ
ザ
」
を
観
光
・
産
業
の
拠
点
と
し

て
広
く
世
界
に
宣
伝
す
る
べ
き
と
思

う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
「
黒
澤
明
シ
ネ
マ
シ
テ
ィ
」

は
著
名
な
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、
是
非

活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
映
画
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

や
区
内
撮
影
場
所
の
提
供
、
東
京
芸

術
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
映
画
づ
く

り
等
の
提
案
を
考
え
て
お
り
、「
黒

澤
明
シ
ネ
マ
シ
テ
ィ
」
か
ら
新
し
い

産
業
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

　
ま
た
、
観
光
の
名
所
と
し
て
、
日

本
は
も
と
よ
り
世
界
へ
情
報
発
信
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。 

　
オ
ー
プ
ン
式
典
及
び
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
あ
だ
ち
産
業
芸
術
プ
ラ

ザ
を
強
力
に
発
信
す
べ
く
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
企
画
と
し
、
マ
ス
コ
ミ
に

広
く
宣
伝
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

綜
合
商
事
と
十
分
協
議
し
て
い
く
。 

改
正
介
護
保
険
料
に
つ
い
て 

【
問
】
保
険
料
と
し
て
４
千
700
円
が

提
示
さ
れ
た
。
６
年
間
据
え
置
き
し

て
い
た
と
は
い
え
、
上
げ
幅
が
大
き

い
。
保
険
料
増
額
は
避
け
ら
れ
な
い

と
思
う
が
、
極
力
抑
制
す
る
べ
き
で

あ
る
。
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
第
３
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
中
間
報
告
に
お
い
て
、
保
険
料
基

準
額
は
４
千
700
円
と
試
算
し
た
。
保

険
料
基
準
額
の
設
定
に
つ
い
て
は
、

11
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
「
足
立
区

地
域
保
健
福
祉
推
進
協
議
会
」
に
諮

問
し
た
。
答
申
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、

区
案
を
定
め
て
い
く
。 

認
証
保
育
所
の
保
護
者
に
対
す
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て 

【
問
】
認
可
保
育
所
は
所
得
に
よ
り

保
育
料
が
決
定
す
る
が
、
認
証
保
育

所
の
保
育
料
は
一
律
で
あ
る
。
こ
れ

で
は
低
所
得
層
の
負
担
が
増
加
し
、

認
可
保
育
所
と
の
料
金
格
差
は
大
き

く
な
る
。
認
証
保
育
所
の
保
護
者
に

対
す
る
支
援
を
早
急
に
実
施
す
る
べ

き
と
思
う
が
、
区
の
見
解
を
伺
う
。 

【
答
】
認
可
保
育
所
と
認
可
外
保
育

所
の
保
育
料
負
担
に
格
差
が
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。 

　
認
証
保
育
所
は
待
機
児
童
対
策
の

減
税
の
縮
小
等
が
行
わ
れ
る
。
更
に
、

平
成
19
年
度
か
ら
住
民
税
の
一
本
化

等
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　
税
制
改
正
は
、
デ
フ
レ
の
状
況
や
、

離
陸
し
は
じ
め
た
景
気
の
底
堅
さ
の

度
合
い
な
ど
、
様
々
な
判
断
の
結
果

と
し
て
最
良
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
区

の
認
識
を
伺
う
。 

【
答
】
人
口
減
少
社
会
に
向
け
て
税

制
改
正
の
必
要
性
は
認
め
る
が
、
微

妙
な
判
断
を
要
す
る
と
考
え
る
。
区

民
や
企
業
の
所
得
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
に
よ
り
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。 

　
区
と
し
て
、
最
良
の
タ
イ
ミ
ン
グ

か
ど
う
か
の
判
断
は
つ
き
か
ね
る
が
、

法
律
改
正
に
則
り
条
例
改
正
を
行
っ

て
い
る
。 

区
職
員
１
千
人
削
減
計
画
実
現
の 

　
　
　
　
　
具
体
的
方
策
に
つ
い
て 

【
問
】
中
期
財
政
計
画
策
定
の
際
、

「
10
年
間
で
１
千
人
の
区
職
員
定
数

削
減
」
を
前
提
に
し
て
い
る
。 

　
こ
の
職
員
削
減
計
画
は
、
従
来
型

の
民
間
委
託
や
労
務
系
職
員
の
退
職

不
補
充
の
延
長
で
は
、
達
成
出
来
な

い
と
考
え
る
が
、
計
画
達
成
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
策
を
用
意
し
て
い

る
の
か
伺
う
。 

【
答
】
定
数
削
減
は
、
技
能
系
の
職

員
の
退
職
不
補
充
等
で
可
能
な
限
り

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後
は
更
な

る
工
夫
が
必
要
と
考
え
る
。
具
体
的

に
は
、
市
場
化
テ
ス
ト
や
公
民
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
考
え

方
に
基
づ
く
更
な
る
外
部
化
や
協
働

の
仕
組
み
を
検
討
す
る
中
で
、
事
務

事
業
を
精
査
し
、
こ
れ
に
伴
う
職
員

定
数
の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

団
塊
の
世
代
等
、
次
世
代
の 

　
　
地
域
活
動
家
の
育
成
に
つ
い
て 

【
問
】「
団
塊
の
世
代
」
が
定
年
と

と
も
に
、
地
域
活
動
に
参
加
し
て
く

れ
る
か
ど
う
か
は
解
ら
な
い
。 

　
協
働
の
相
手
方
と
し
て
成
功
事
例

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
町
会
・
自

治
会
に
お
い
て
、
こ
の
先
定
年
を
迎

え
る
、
い
わ
ゆ
る「
団
塊
の
世
代
」
等
、

次
世
代
の
地
域
活
動
家
育
成
の
た
め

に
、
区
は
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。 

【
答
】
'07
年
以
降
を
、
地
域
活
動
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
人
材
を
育
成
し
、
協
働
の

担
い
手
を
支
援
し
て
い
く
好
機
と
捉

え
、
基
本
計
画
に
お
け
る
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
と
し

て
、
来
年
度
か
ら
３
年
を
か
け
て
「
団

塊
世
代
の
地
域
回
帰
推
進
事
業
」
を

実
施
し
て
い
く
。 

        

    

障
害
者
自
立
支
援
法
へ
の
対
応 

　
　
　
（
都
へ
の
要
望
）
に
つ
い
て 

【
問
】
社
会
福
祉
法
人
の
減
免
規
定

に
よ
り
、
法
人
は
収
入
が
減
る
こ
と

に
な
り
、
運
営
に
支
障
を
来
た
す
。

誰
が
補
填
す
る
の
か
伺
う
。 

　
本
来
、
国
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
国
に
そ
の
考
え
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
23
区
が
統
一
的
サ
ー

ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
都
に
要

求
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
利
用
者
負
担
を
軽
減
す
る「
社

会
福
祉
法
人
減
免
」
制
度
は
、
国
、

都
道
府
県
、
区
市
町
村
が
軽
減
分
を

負
担
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
法

人
自
身
の
負
担
も
生
じ
る
。 

　
都
の
支
援
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法

人
の
負
担
が
減
り
、
23
区
が
統
一
的

サ
ー
ビ
ス
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
特

別
区
厚
生
部
長
会
・
障
害
福
祉
課
長

会
で
検
討
し
て
い
く
。 

障
害
者
の
就
労
促
進
に
つ
い
て 

【
問
】
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
障

害
者
の
就
労
を
推
進
す
る
内
容
も
あ

る
。
区
は
障
害
者
の
就
労
に
、
ど
の

よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
伺
う
。 

【
答
】
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
「
雇

用
支
援
室
」
を
設
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
等
と
協
力
し
、
就
労
を
希
望
す
る

人
や
現
在
就
労
し
て
い
る
人
及
び
障

害
者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の
支

援
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー

の
「
就
労
促
進
訓
練
室
」
を
一
般
就

労
へ
の
移
行
を
目
指
す
訓
練
事
業
と

位
置
づ
け
、「
雇
用
支
援
室
」
と
の

連
携
に
よ
り
、
16
年
度
は
76
人
を
一

般
就
労
に
結
び
つ
け
都
内
で
も
ト
ッ

プ
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。 

小
・
中
一
貫
教
育
実
施
に
つ
い
て 

【
問
】
来
年
度
、区
は
小
・
中
一
貫
教

育
を
導
入
す
る
。
小
学
校
か
ら
中
学

校
へ
の
段
差
を
減
ら
し
、
子
ど
も
た
ち

が
ス
ム
ー
ズ
に
中
学
に
移
行
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
面
の
配

慮
と
特
に
小
・
中
校
生
と
の
交
流
に
、

ど
の
よ
う
な
配
慮
を
す
る
の
か
伺
う
。 

【
答
】
小
学
校
と
中
学
校
の
段
差
を

解
消
し
て
滑
ら
か
な
接
続
を
図
る
と

い
う
小
・
中
一
貫
教
育
の
目
的
に
鑑

み
、
９
年
間
を
通
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
下
、
教
科
担
任
制
や
合
同
授
業

等
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
工
夫
し
て

い
く
。
交
流
に
つ
い
て
は
、
運
動
会

や
学
芸
会
等
の
学
校
行
事
を
は
じ
め

と
し
た
幅
広
い
異
年
齢
集
団
の
活
動

を
進
め
、
ま
た
、
施
設
面
で
は
異
な

る
学
年
の
児
童
・
生
徒
が
交
流
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
検
討
し
て
い
く
。 

不
登
校
対
策
に
つ
い
て 

【
問
】
小
学
６
年
生
と
中
学
１
年
生

の
不
登
校
生
徒
数
を
伺
う
。 

　
小
・
中
一
貫
教
育
も
不
登
校
対
策

の
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。
こ
の
数
字
を
減
ら
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

【
答
】
平
成
16
年
度
は
、
小
学
６
年

生
は
29
名
、
中
学
１
年
生
は
95
名
で

あ
る
。
原
因
と
し
て
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
へ
の
移
行
期
が
大
き
な
要
素

と
考
え
る
。
９
年
間
の
一
貫
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、
小
・
中

の
教
員
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
を

育
て
て
い
く
こ
と
は
、
不
登
校
対
策

と
し
て
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

不
登
校
を
減
ら
す
に
は
、
小
学
校
段

階
で
の
予
防
策
が
重
要
で
、
家
庭
訪

問
な
ど
の
個
別
対
応
の
充
実
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
も
不
登
校

対
策
検
討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
。 
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